
質問回答

2019年 8月 2日
「バングラデシュ国公共政策人材育成施設整備計画協力準備調査」

（公示日：2019年 7月 24日／公示番号：19a00309）について、企画競争説明書に関する質問と回答は以下のとおりです。

通番号 当該頁項目 質問 回答

1 第 3 特記仕様書案
P２ ２. 事業の概要
（２）事業内容

【施設】1 棟（地上８階、延床面積は約 7,000 平
米）講義室（20 室）、研究室、図書室、講堂、コン
ピューター室、駐車場、管理室等」と具体的な数

字や内容がありますが、計画はこの規模、内容に

拘束されますでしょうか。

バングラデシュ政府との協議の出発点はこの規

模・内容となります。本協力準備調査の中で情報

収集を行う BIGM の教育・研究計画や自然条件

調査を通じて分析する地盤状況、日本政府の予

算状況を踏まえて、最終的には変更となることも

想定しています。

2 第 3 特記仕様書案
P3 ４. 業務の範囲

「（本業務は）現地調査において、JICA が相手国
政府と合意する協議議事録に基づいて実施する

ものとする。」とありますが、この協議議事録とは

何をさすものでしょうか。また、これについては開

示されますでしょうか。

3 回の現地調査時毎に、無償資金協力事業の内
容や先方負担事項等について、バングラデシュ

側と協議し 、合意した内容を協議議事録

（Minutes of Discussions）としてまとめ、バングラ
デシュ側と日本側（JICA 代表者）との間で署名す
る文書を指します。これらは協力準備調査報告書

に添付され、開示されます。

3 第 3 特記仕様書案
P３ ５. 実施方方針及び留意事
項（１）②

「技術協力についても（中略）日本として検討可能

な技術協力の案を検討する。」とありますが、この

検討後の成果品はどのようなものが求められる

のかお聞かせください。

技術協力の検討については、協力準備調査報告

書の中で章立てを行っていただくことを想定して

います。（別冊としてまとめることは想定していま

せん。）

4 第 3 特記仕様書案
P7 5.実施方針及び留意事項
(12)

評価対象である「安全対策計画」の定義について

ご教示いただけますでしょうか。「施工時の工事

安全対策（実施方針）」と「治安に関する安全対策

「安全対策計画」の業務としては、本無償資金協

力案件を実施するにあたっての「治安に関する安

全対策」を、別紙３にある「案件別安全対策検討



第 3 特記仕様書案
P9 6.業務の内容（10）

（業務の内容）」のどちらでしょうか。或いは両方

でしょうか。

シート」にまとめることです。

5 第 3 特記仕様書案
P14 ７． 成果品等

報告書（成果品）につきまして、製本版と記載され

ていないものはすべて簡易製本という理解でよろ

しいでしょうか。

その通りです。準備調査報告書の和文（8 部）及
び同報告書の英文（20部）のみが製本版となりま
す。

6 第 3 特記仕様書案
P15 ８．その他提出物（３）

「JICA が別途開催する各種会議について、議
題、出席者、議事概要等を、議事録案にとりまと

め・・・」とありますがこの業務の量が把握できま

せん。どの程度の作業が発生するのかお聞かせ

ください。

JICAが開催する会議に関しては、基本的にJICA
で議事録をとりまとめますので、議事録案作成の

作業は発生しません。ただし、JICA が作成する
議事録案の内容確認など作成支援をいただくこと

を想定しています。

7 第 4 業務実施上の条件
P16 １. 業務行程計画（案）

「10月中旬より第一次現地調査を行う。帰国後に
国内解析を実施し、12 月上旬を目途に第二次現
地調査を行う。」とありますが、この場合、11 月の
1 か月間で第一次現地調査の国内解析を行い、
第二次現地調査の方針が決定されると理解して

よろしいでしょうか？あるいは第二次現地調査を

2020年 1月とする可能性はありますでしょうか。

11 月の 1 か月間で第一次現地調査の国内解析
を行い、第二次現地調査の方針が決定されるこ

とを想定しています。国内解析に時間が必要であ

り、12 月上旬の渡航が難しい場合は、本調査の
全体工程を考慮し関係者内調整の上で 2020 年
1月に変更することを検討することは可能です。

8 第 4 業務実施上の条件
P19 ７．安全管理 （１）

バングラデシュでは安全対策としてコミュニケーシ

ョンツールを複数持つこととなっておりますが、通

信費は別見積りの安全対策経費となりますでしょ

うか。

「モバイルデータ通信や無線 LAN 接続可能な携
帯電話（スマートフォン等）に加え、可能な限りチ

ームごとに無線インターネット用のデータ通信端

末（モバイルルーター、現地にて入手可能）等を

用意すること。また、必要経費を見積書に計上す

ること。通信手段を複数持つ際は、可能な限り別

のキャリアの利用を検討すること。」に関して通信

費は別見積もりとします。（企画競争説明書 第 1
企画競争の手続き 7プロポーザル等の提出（６）
見積書２）「ｃ）一般業務費のうち安全対策経費に



分類されるもの」に含めます。

9 その他 オフィススペースの供与はありますでしょうか。あ

る場合は、広さや提供いただける設備もあわせて

ご教示ください。供与がない場合は、安全対策の

観点からも別見積へ計上するということでよろし

いでしょうか。

実施機関の BIGM からオフィススペースが供与さ
れます。想定される調査団員 4－5名が執務可能
な場所が提供される予定です。空調、机、イスな

ど最低程度のオフィス用具はあります。

10 その他 本件業務実施となる場合、単年度での実施にな

りますかそれとも国債となりますか？

単年度での実施を想定していますが、最終的に

は日本政府との協議により決定されます。

以上


